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【概 要】

分子や原子の寸法は 0,1 から数十ナノメートルであるが、そのような極微世界におい

ては、我々の大きな世界で見られない特異な現象が現れる。その現象を解明し、超小型

で超高性能なエレクトロニクスや、遺伝子などの診断に基づく医療などに役立てようと

する研究が、ナノテクノロジーと呼ばれて大きな注目を集めている。ナノテクノロジー

で扱う対象は、例えば分子など、通常の光学顕微鏡やピンセットなどで扱うにはあまり

に小さいため、計測が極めて難しかった。本研究では、半導体チップを微細に作る技術

を生かして、分子を扱うことのできるナノピンセットと、それでつかんだ対象を観察す

るための特殊な顕微鏡を組み合わせた計測システム（ナノ・ハンド・アイ・システム）

を作り上げ、ナノ物体を画像として見ながら自由に扱うことで、その性質を明らかにす

ることを目標としている。ナノピンセットの全長は 1mm 以下で、先端は原子レベルで尖

っている。これまでの研究で、水中の DNA 分子を捕まえて力を加え、伸ばしたり縮めた

りすること、電子顕微鏡の中で紐のような形を見ることなどができた。今後は、測定の

対象を広げたり、電気の流れやすさとか別の性質を調べたりできるように、装置の改良

と一層の発展を目指している。

【期待される成果】

ナノ物体を見ながら自由な操作を行うことにより、その性質を詳しく明らかにして、

ナノテクノロジーの発展に貢献することができる。たとえば、遺伝情報を伝える DNA 分

子は、ある人が何らかの病気にかかりやすいかどうか、薬の副作用が出やすいかどうか

などを決めていると考えられる。しかし、DNA 分子のどこが、どのような過程を経てこ

のような影響を与えているかを調べるためには、遺伝子の情報を読むだけでなく、DNA

分子とその他の分子の相互作用を調べる必要がある。本研究で開発する計測装置は、一

つの DNA 分子を捕まえ、そこに結合する他の分子を直接画像として観察できる能力があ

るため、このような生命現象の解明に役立ち、医療の進歩に貢献することが期待できる。
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